
１　調査方法
（１）　調査地域 ：  長野県全域
（２）　調査対象者 ：  県政モニター（県内在住の１８歳以上の男女）

　 １，２３５人（無作為抽出１，１３２人、公募１０３人）
　(現在の県政モニターは平成２８年７月から登録）

（３）　調査方法 ：  郵送又はインターネット
（４）　調査期間 ：  平成２８年８月１９日（金）～平成２８年９月１２日（月）

２　調査内容
次の６項目について１６問を設定
（１）最大電力需要の抑制（ピークカット）について
（２）「自転車事故を補償する保険」について
（３）地域の防災活動への参加について
（４）人権に関する意識について
（５）県産農産物の認知度・購入意識・食生活について
（６）県職員の姿勢・行動について

３　回収状況
回収数　１，０５７人　（回収率 ８５．６％）

【男女別と年代別】

※　割合（％）はすべて、総数（n=1,057）に対する割合

【地域別】
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　 県政モニターの皆様に対して、県政運営の参考とするために下記のとおりアンケート調査を行いました。
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「平成28年度 第１回県政モニターアンケート調査」
調査結果（概要）

平成28年(2016年)10月31日

長野県 企画振興部広報県民課 県民の声係
（課長）藤森 茂晴

（担当）堀田 浩幸、杉浦 糧
電 話：026-235-7110（直通）

026-232-0111（内線2267）
ＦＡＸ：026-235-7026

回答者の内訳

佐久地域

10.0%

上小地域

10.8%

諏訪地域

10.4%

上伊那地域

6.1%

飯伊地域

5.8%
木曽地域

0.9%

松本地域

20.2%

大北地域

2.2%

長野地域

28.9%

北信地域

4.5%

不明

0.3%

－ 1 －



n=1,206

問１ 最大電力需要の抑制（ピークカット）に関する認知度

■「聞いたことがあり、意味も知っている」と「聞いたことがあり、意味もだいたい分かる」が合わせて約
６割、「聞いたことはあるが、意味は分からない」と「聞いたことはない」が合わせて４割弱

① 「聞いたことがあり、意味も知っている」 20.1 ％

② 「聞いたことがあり、意味もだいたい分かる」 42.5 ％
③ 「聞いたことはあるが、意味は分からない」 13.3 ％
④ 「聞いたことはない」 23.8 ％

（単数回答）

問２ 有効なピークカットの方法

■「着ているものに涼しい又は暖かいひと工夫をする」が約８割。「電力使用量の多い時間帯（ピーク）や
家電製品の同時使用を避ける」が６割超

① 「着ているものに涼しい又は暖かいひと工夫をする」 80.6 ％
② 「電力使用量の多い時間帯（ピーク）や家電製品の同時使用を避ける」 65.3 ％

③ 「快適に過ごせる施設や場所に出掛け、涼しさ（暖かさ）を分かち合う」 56.1 ％

④ 「家電製品の使い方を見直す」 49.4 ％
⑤ 「知らない」 6.8 ％

（複数回答）

問３ 節電のために実践していること

■「不要な照明はできるだけ消す」が９割超。「長期間使わない機器はコンセントからプラグを抜く」が約

７割

① 「不要な照明はできるだけ消す」 96.0 ％
② 「長期間使わない機器はコンセントからプラグを抜く」 67.6 ％
③ 「照明器具はLED等省エネタイプに更新する」 64.9 ％
④ 「便座保温は使わない時にはフタをしめる」 60.4 ％
⑤ 「エアコンの設定温度を夏は28度、冬は20度に設定する」 40.9 ％

ほか（複数回答）

１ 最大電力需要の抑制（ピークカット）について
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問４ 自転車の保有状況

問５ 「自転車事故を補償する保険」の加入状況

問６ 加入している自転車保険の種類

（問５で「加入している」と回答した方）

2 「自転車事故を補償する保険」について

■同居の家族を含めて自転車を「保有している」と回答した人が６割超

①「保有している」 65.7 ％
②「保有していない」 33.9 ％
③ 無回答 0.4 ％

（単数回答）

■ 「自転車を保有し」、かつ「保険に加入している」と回答した人が４割超

①「加入している」 31.6 ％
②「加入していない」 52.6 ％
③「分からない／確認できない」 15.8 ％

（単数回答）

■ 「損害保険の特約として加入」が５割超、「自転車保険」加入、「ＴＳマーク付帯保険」加入がそれぞれ約
２割

① 「自動車保険、火災保険などの損害保険の中で、特約として加入」 56.0 ％
② 「「自転車保険」と名称に明記している保険」 24.3 ％
③ 「点検・整備を受けた安全な自転車に付帯される「ＴＳマーク付帯保険」」22.5 ％
④ 「小中高校生が学校で加入するＰＴＡ保険」 17.7 ％
⑤ 「クレジットカードその他に付帯している上記①～④以外の付帯保険」 4.5 ％
⑥ 「加入していることは確かだが、どのような保険であるかは分からない」 3.9 ％

（複数回答）

31.6 

43.0 

9.8 

52.6 

45.5 
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15.8 
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23.7 
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全体

自転車

保有あり

自転車

保有なし

加入している 加入していない 分からない／確認できない
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問７ 地域で実施されている防災活動への参加について

■防災活動へ「積極的に参加している」、「参加したことがある」が、合わせて８割弱

① 「積極的に参加している」 27.3 ％
② 「参加したことがある」 50.0 ％
③ 「参加したことはない」 22.2 ％

（単数回答）

問８ 参加している防災活動について

■「自治会などの地域単位で行っている防災活動」が９割超、「行政等が実施する防災に関する講習会等」
が約２割

① 「自治会などの地域単位で行っている防災活動（防災訓練等）」 94.4 ％
② 「行政等が実施する防災に関する講習会等」 20.9 ％

③ 「有志による防災ボランティア活動」 2.7 ％

（複数回答）

問９ 防災活動に参加しない理由

■「参加したいが、仕事など他の用事を優先」が約４割、「防災訓練や講習会等があることを知らなかった」

が２割超

① 「参加したいが、仕事など他の用事を優先」 41.3 ％
② 「防災訓練や講習会等があることを知らなかった」 22.6 ％
③ 「参加する方法が分からない」 15.3 ％
④ 「自治会などが実施していない」 15.3 ％
⑤ 「防災に関心がない」 3.4 ％

（単数回答）

問10 地域の防災力を高めるために必要なことについて

■「住民個々の意識高揚」が８割超、「地域の交流や地域行事への参加」が６割超、「若年層世代の参画」、

「防災に関する講義や体験型講習会（ワークショップ）の実施」がそれぞれ４割超

① 「住民個々の意識高揚」 82.8 ％
② 「地域の交流や地域行事への参加」 65.4 ％
③ 「若年層世代の参画」 45.4 ％
④ 「防災に関する講義や体験型講習会（ワークショップ）の実施」 42.7 ％
⑤ 「リーダーの育成」 36.3 ％

ほか（複数回答）

３ 地域の防災活動への参加について
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① 「そう思う」 18.7 ％（18.2 ％）
② 「少しはそう思う」 31.4 ％（36.3 ％）
③ 「あまりそう思わない」 7.3 ％（ － ）
④ 「そうは思わない」 1.5 ％（ 6.4 ％）
⑤ 「どちらともいえない」 38.9 ％（38.1 ％）
⑥ 無回答 2.2 ％（ 1.1 ％）

（単数回答）
※（ ）内数値は、平成27年度第１回県政モニターアンケート調査数値

４ 人権に関する意識について

■「長野県は人権を尊重する意識が定着した住みよい県だと思う」と「少しはそう思う」が合わせて約５割

■「障がい者に関すること」が４割超、「高齢者に関すること」が4割弱、「女性に関すること」が３割超

問11 人権を尊重する意識の定着について

問12 長野県で起きていると思う人権問題

※（ ）内数値は、平成27年度第１回県政モニターアンケート調査数値

45.5（44.5）

37.4（34.7）

35.3（35.1）

31.3（25.6）

26.9（26.5）
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22.2（23.8）

16.1 （15.0）
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がい者

高齢者

女性

子ども

インターネットによる人権侵害

同和問題

プライバシー保護

特にない

外国人

刑を終えて出所した人

犯罪被害者等

性同一性障がい者

性的指向

北朝鮮拉致被害

ＨＩＶ感染者

中国帰国者

東日本大震災に伴う人権侵害

人身取引

ホームレス

ハンセン病患者・元患者

死刑制度

アイヌの人々

その他 （複数回答）
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■「りんご：シナノゴールド」、「りんご：シナノスイート」、「りんご：秋映」、「信州サーモン」は約９割が認知
と前回に引き続き高い。「おいしい信州ふーど（風土）」は約１１．５ポイント認知度が減少。

① 「りんご：シナノゴールド」 97.2 ％（96.7 ％）
② 「りんご：シナノスイート」 96.0 ％（95.3 ％）
③ 「信州サーモン」 95.4 ％（95.3 ％）
④ 「りんご：秋映」 87.1 ％（87.4 ％）

ほか（単数回答）
【参考】「おいしい信州ふーど（風土）」 54.1 ％ (65.6 ％)

※（ ）内数値は、平成27年度第２回県政モニターアンケート調査数値

■野菜、果物、きのこは「常に意識して購入している」、「時々意識して購入している」を合わせた割合

が約８割と、前年度に続き高い水準で推移。

問14 長野県産又は地場産の購入意識

問13 信州オリジナル食材等の認知度
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①米

②野菜

③果物

④食肉

⑤きのこ

常に意識して購入している 時々意識して購入している 意識していない わからない 無回答

※（ ）内数値は、平成27年度第２回県政モニターアンケート調査数値

５ 県産農産物の認知度・購入意識・食生活について

（単数回答）
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６ 県職員の姿勢・行動について

問１6 職員の姿勢・行動について

（複数回答）

◇◇ 子どもが減少していることへの問題意識とその理由は ◇◇理 由 ◇◇ 国・県・市町村は少子化に対してどのように取り組むべきか ◇◇◇◇ 理想的な子どもの数と実際に予定している子どもの数は ◇◇◇◇ 子どもを生み育てることは、自分にとってどのような意味があるか ◇◇◇◇ 子育てを楽しいものだと思うか ◇◇◇◇ 子育てをする上で負担や不安を感じているか ◇◇◇◇ 仕事と子育てを両立するために、職場における取り組みは必要か ◇◇◇◇ 国・県・市町村に期待する子育て政策は ◇◇
○子育てにかかる費用のうち最も重く感じる負担（「経済的支援措置」の回答者）「大学・短大の教育費用」 46.2％ 「保育費用」 16.5％ 「妊娠・出産の費用」 12.7％

◇◇ 男性が女性と同程度に行っている育児（子育て）は ◇◇◇◇ 男性の育児（子育て）として行うべきこと、期待することは ◇◇◇◇ 男性が育児に積極的に参加していくために必要なことは ◇◇◇◇ 結婚・出産を契機に仕事を辞めたか ◇◇◇◇ 仕事を辞めた後、再び就業したか ◇◇◇◇ 再就業時の就業形態とその満足度は ◇◇[退職時の就業形態] [再就業時の就業形態]正規職員 11.7％ パート・アルバイト 77.2％ その他 10.2％正規職員 5.0％ パート・アルバイト 85.0％ その他 5.0％◇◇ 今までに育児休暇を取得したことがあるか ◇◇取得しな理 由「理想的な子どもの数」 「深刻な問題である」 女性： 56.5％ 男性： 57.3％「やや問題である」 女性： 20.0％ 男性： 22.2％女性：男性： 女性： 「子どもを育てることで自分も成長できる」女性： 72.9％ 男性： 73.9％子どもがいる： 83.6％ 子どもがいない： 62.5％女性： 70.7％ 男性： 72.7％既婚： 69.2％ 未婚： 74.9％（年代別では女性２０代が最多 79.7％）子どもがいる： 68.9％ 子どもがいない： 75.2％は合わせて ７割以上 （73.5％）は合わせて ７割以上 （71.7％）
(複数回答３つまで)

女性：男性：
(複数回答３つまで)(複数回答３つまで)

女性：男性：女性：男性：
(複数回答３つまで)

女性：男性： （女性は配偶者、男性は本人について回答）（女性は本人、男性は配偶者について回答）①「将来、社会保障の負担（年金等）が増大する」 60.1％①「若年層の減少により社会全体の活力が低下する」 57.5％①「子どもが病気の時等の特別休暇制度の導入」 54.7％①「育児休暇中の経済的給付の充実」 63.6％①「入浴させる」 65.3％①「入浴させる」 82.7％①「育児（子育て）の大変さを理解し認めること」 64.6％①「育児（子育て）の大変さを理解し認めること」 56.6％①「企業が、仕事と家庭生活を両立できる職場環境の整備を行う」 48.4％①「夫婦や家族でのコミュニケーションをよく図る」 43.8％
○理想的な子どもの数： 平均 ２．６６人 （３人： 58.9％ ２人： 30.4％）○実際に予定している子どもの数： 平均 ２．１８人

必要な取り組みの内容は、◇◇農畜産物の購入時に関心のある事項は◇◇◇◇森林の果たす役割の中で期待するものは何か ◇◇◇◇ どのような道路を優先して整備すべきか◇◇◇◇現在の住まいについて、不安（不満）に感じていることは◇◇◇◇現在どの程度、運動・スポーツを行っているか◇◇◇◇学校教育について、どのようなことを優先的に取り組むべきか◇◇◇◇交番や駐在所の警察官に対し、どのような活動を望んでいるか ◇◇◇◇ 交通事故を減らすためにはどうしたらよいか◇◇◇◇ここ５年間で長野県の治安は良くなったと思うか、悪くなったと思うか◇◇●「野菜」、「米」、「そば」で長野県産を意識●「一部整備が進んでいるが、まだ一部で荒廃している」と４割が認識●「市町村内の生活道路」の優先整備が７割超●「火災や地震などの防災面や、防犯面で不安がある」が４２．８％●「行っていない」が５割超●「心の教育の推進（道徳教育の推進）」が７８．１％●「パトロールの強化」「身近な犯罪の取締り」「交番・駐在所に常時警察官がいること」が上位●「飲酒運転、速度超過等の悪質・危険違反者の取締り強化」が７割超●「悪くなった」６３．４％と最多 ◇◇購入時に「長野県産又は地場産」を意識しているか◇◇●前回調査同様「鮮度」が１位、「安全」は11.5ポイント上昇◇◇健全な森林づくりを進めていくために、年間どの程度まで負担できるか●「自然災害を防ぐ土砂の流出防止」、「地球温暖化の防止」に８割以上が期待●５００円から１，０００円程度の負担に理解◇◇長野県の森林の現状をどう思うか ◇◇●「すれちがいをしやすくしたり、急カーブ・急勾配を減らす」が約６割◇◇ 県内の道路について、どんな対策を優先的に進めるべきか◇◇◇◇ 県内の道路について、どんな対策を優先的に進めるべきか◇◇■「鮮度」が約８割。「価格」、「安全」が続く。

■「ごはんなどの穀物をしっかりとる」は約９割、「食事を楽しむ」「主食、主菜、副菜を基本としたバラン

スのとれた食事」「家庭で料理をつくる際に地元農産物を利用する」の実践についても約８割が「できて

いる」であり、食生活上の実践度はいずれも高い水準にある。

問15 食生活上の実践度

※（ ）内数値は、平成27年度第２回県政モニターアンケート調査数値

■「前例にとらわれず、状況に応じて最適な対応」が約７割で最多、次いで「県民ニーズの的確な把握」が
６割超

4.2

25.8

26.3

26.9

32.6

42.1

64.9

69.3

その他（自由記載）

成果を追求すること

積極的に県政情報を発信

市町村、企業、ＮＰＯ等

との連携・協働

公平・公正に事務を行うこと

コスト意識を持ち、

効率的に仕事を行うこと

県民の話を丁寧に聞き、

ニーズを的確に把握

前例にとらわれることなく、

状況に応じて最適な対応

（複数回答）

29.0

(27.7) 

22.2

(25.1)

49.1

(51.6) 

30.1

(43.8) 

16.9

(27.2) 

54.4

(55.8) 

58.8

(57.8) 

42.0

(40.1) 

49.1

(42.9) 

55.9

(52.0) 

14.3

(14.6) 

16.9

(14.9) 

7.6

(6.7) 

18.2

(11.8) 

24.8

(18.5) 

1.2

(0.9) 

1.3

(1.4) 

0.4

(0.6) 

1.4

(0.6) 

1.5

(1.1) 

1.0

(1.0) 

0.8

(0.9) 

0.9

(1.0) 

1.2

(0.8) 

0.9

(1.1) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事を楽しむ

②主食、主菜、副菜を基本

としたバランスのとれた食事

③ごはんなどの穀類をしっかりとる

④家庭で料理をつくる際に

地元農産物を利用する

⑤調理や保存を上手にして

無駄や廃棄を少なくする

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない
まったくできていない 無回答

（単数回答）
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